
日本臨床検査専門医会 2026 年度 第 2 回理事会議事録 

開催日時：2026年 9月 19日（土曜日）15時 00分～16時 00分 

開催形式：Zoomによる WEB開催 

出 席 者： 山田俊幸理事長、田部陽子副理事長、村上正巳(庶務担当)、増田亜希子(会計担当)

伊藤弘康、金子誠、松下一之、山口宏茂、鯉渕晴美 各常任理事 

      植木重治、北中明 各理事 

      東條尚子選挙管理委員会委員長 

      菊池春人 監事 

欠 席 者：幸村近、浅井さとみ、今井裕、上岡樹生、橋口照人 各理事 〆谷直人 監事 

事 務 局：大和田有美子 

出席理事の数が定数に達しているため本理事会は成立し、Web 会議システムにより、出席者の

音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、的確な意見表明ができることが確認された。そのた

め、定刻、山田理事長が議長となり、開会を宣し、議事に入った。途中音声が途切れることな

く、つつがなく議事は進行した。 

＜審議事項＞ 

第一号議案 事務局の移転について 

山田理事長より、資料をもとに、以前から理事会に報告をしてきた事務局の移転が提案され

た。 移転時期は 2026 年 10 月 1 日、移転先住所は東京都千代田区神田小川町 1-10-2 VORT

神田小川町Ⅱ703 である。 議長が議事に諮ったところ、満場異議なく承認された。 

第二号議案 年次大会運営会議の設置に伴う施行細則改定について 

続いて、田部資格審査・規定改定委員会委員長より、資料に示した通り、年次大会運営会議の

設置とそれに伴う施行細則の改定案が提出された。 設置の意図、構成、業務、開催時期につ

いて説明があり、細則案が提示された。 議長が議場に諮ったところ、満場異議なく承認され

た。 次期（2027 年度）開催についてはすでに準備が進行していることから、2028 年度開催

の年次大会から運用を始めることとする。 

第三号議案  ＳＲＬラボツアーについて 

山田理事長より、本提案の背景について説明があった。 臨床検査専門医のカリキュラムにある

「地域医療の経験」の機会を増やすため、臨床検査専門医が指導監督医となっている衛生検査所

に、指導医に随行して学ぶことを経験の一つとして認めることとなっている。今般、〆谷直人監

事が指導監督医となっている SRL の施設で受け入れを了承していただけたため、本会として専

攻医支援のために企画したい。 議事に諮ったところ、満場異議なく承認された。このあと、具

体的に募集方法等について検討する。 山田理事長は、この試みが成功した場合、他の検査セン

ターへも広げていけるとよいと思っていると補足した。 金子理事より「専門医は応募できない

のか」という質問があり、山田理事長より「施設側が受け入れを許可した場合は可能であろう」

との回答があった。 

第四号議案 日本衛生検査所協会への要望提出について 

山田理事長より、登録衛生検査所には「指導監督医」という医師の設置が必要であるが、現

在、臨床検査医以外の医師が担当しているケースが多々見られる旨の説明があった。 今後、



医師の交替のタイミングなどで、臨床検査専門医会に声をかけてほしいとの要望を日本衛生

検査所協会へ提出したいと提案があった。 今後、要望が通った場合は、申入れ窓口や管理

医の表記などの考慮も検討していく。 「地方に依頼があった場合、専門医が少ないため対

応が難しいのではないか」という懸念も示されたが、「非常勤のため業務の負担は少ない」

と補足説明があった。 協議の結果、窓口などの実施方法の詳細については別途検討するこ

ととし、要望の提出を進めることについて議場に諮ったところ、異議なく承認された。 

＜報告事項＞ 

1. 選挙管理委員会報告 

東條選挙管理委員会委員長より、第 1 回選挙管理委員会を開催し、2027 年度選挙スケジ

ュールが決まったことが報告された。資料を示し、スケジュール、公示文書、選挙要領、

立候補届出用紙の説明が行われた。 なお、選挙になった場合は会員管理システムを利用

した電子投票を行う予定である。また、今回から立候補届は A4 用紙 2 枚以内でとの案内

を入れることにした。 議場より特に質問や意見はなく、報告は終了した。 

2. 第 73回日本臨床検査医学会学術集会でのランチョンセミナーについて 

増田常任理事より、資料に基づき報告があった。前回の同企画が好評であったため、今年

も準備を進めている。開催日時・趣旨は資料の通りである。タイトルについてはいくつか

候補があり、9月末までに最終決定する予定である。 昨年と違う点として、グループ分け

はせず、自由に席について歓談をすることとし、参加のハードルを下げる予定である。細

かい運営については今後検討していく。 意見交換の中で、専門医を目指す若手のみなら

ず、今年取得した方が取得後についての話が聞けるよう、経験を積んだ専門医の参加も必

要だという意見があった。 

その他 

 2028年度診療報酬改定案に関するコスト調査に関するお願い 

保険点数・データシステム委員会松下委員長より、2028年度診療報酬改定案に関するコスト調査

について、添付資料の要領で会員に依頼のメールを出すことが報告された。本理事会の出席理事

にも協力を依頼した。  

 

議長は参加している菊池監事に感想を求めた。菊池監事より，理事会は適切に運営され適宜必要 

な意見交換がされていた、との感想が述べられた。 

 

以上をもって議事・報告の全てを終了した。 

 

以上，議事・報告事項について本議事録を作成し，出席理事長及び出席監事は次に記名押印する。 

 

 2026年 9月 25日 

 理事長 山田 俊幸  

 2026年 10月 5日 

 監事  菊地 春人  

 


